
 

[復興のポイントⅡ] 水産業集積拠点，漁業拠点の集約再編 

１） 漁港・漁村 

①漁港の本格復旧工事 

漁港では平成２３年１２月から本格復旧工事が進められています。平成２６年３月

末現在，県管理漁港は２７港すべてで，市町管理漁港は１１３港の内１０４港で，本

格復旧工事に着手しており，県・市町村管理漁港合わせた着手率は９４％となってい

ます。  

また，県管理漁港の復旧工事においては資材不足などにより現場の進捗が遅れたこ

とから，平成２７年度に完了予定だった１３漁港の内，気仙沼，塩釜，雄勝の３漁港

では完成時期を平成２９年度に延伸するなど漁港の復旧・復興のロードマップの見直

しを図りました。壊滅的な被害を受けた各漁港の早期復旧は，本県水産業の復興にと

って不可欠であることから，全漁港を一日でも早く使用できるよう復旧工事を進めま

す。  

 

②漁港施設用地の嵩上げ工事 

荷さばき所等の官地の漁港施設用地の嵩上げ及び排水対策は，災害復旧事業と併せ

て平成２３年１１月から嵩上げ工事等を実施しています。  

県管理の漁港施設用地については，平成２５年度までに，嵩上げが必要となる２５

漁港のうち２２漁港において工事を着手（着手率８８％）し，市町管理の漁港施設用

地についても，９８漁港のうち６９漁港において工事を着手（着手率７０％）してい

ます。  

また，水産加工団地等の民地の嵩上げは，石巻漁港水産加工団地については民地の

嵩上げが完了し，気仙沼漁港水産加工団地は９４％が完了し，加工団地内に７６企業

の立地が内定している。女川漁港水産加工団地については，９１％の嵩上げが完了し，

団地内に１２企業の立地が内定しています。  

 

 

 

 

主な事業  

課   名 
事業費（千円） 

［決算額] 
事    業    名 

水産業基盤整備課 

漁 港 復 興 推 進 室 
33,327,688 

水産基盤整備災害復旧費（再掲） 

広域漁港整備事業 

※過年度繰越しがある場合は過年度繰越しを含む金額を記載しています。 
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－主な取組－

○漁港復旧の取組について

１ 概要
東日本大震災により県内に１４２ある漁港は，その全てが被災しており，その復旧のた

めの工事費は漁港施設及び海岸保全施設を合わせて，県管理漁港で１，４９０億円，市町

管理漁港で１，０３５億円の合計２，５２５億円となっています。

壊滅的な被害を受けた各漁港の早期復旧は，本県水産業の復興にとって不可欠であるこ

とから，全漁港を一日でも早く使用できるよう復旧事業を進めています。

２ 状況
漁港施設の復旧工事は，震災直後から応急工事に着手し，平成２３年１２月から本格復

旧工事を進めています。

復旧状況は，平成２６年３月末現在で，県管理漁港２７港の全てに着手し，市町管理漁

港でも，河川災害で復旧する２港を除いた１１３港の内１０４港に着手しており，着手率

は９４％となっている。また，契約率は，県が７１％，市町が９１％となり，県市町合わ

せて７７％となっています。

県管理漁港の復旧工事は，平成２７年度内完了を目指して進めてきたが，資材不足など

で現場の進捗が遅れていることから，ロードマップを見直し，平成２７年度に完了予定だ

った１３漁港の内，気仙沼，塩釜，雄勝の３漁港は完成時期を平成２９年度に延伸し，そ

の他の漁港についても別紙ロードマップのような工程に見直しをしました。

３ 完成の状況

気仙沼漁港 休憩岸壁

志津川漁港 東防波堤
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４ 「漁港の復旧・復興ロードマップ」
県管理の２７漁港について，見直した復旧・復興ロードマップをホームページで公表して

います。（漁港復興推進室ホームページ：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gyofuku/）
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（漁港復興推進室）
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